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論 文題目

Population systematics and Biogeography of the Chinese soft-

shelled turtle, Pe Iodise us sinensis. 

スッボン(Pelodiscussinensis)はスッポン科(Trionychidae)のカメで，東アジア亜熱帯域を中心

にペトナムから中国大陸南東部，中部，台湾，韓国，日本，ロシア沿海州にかけて広く分布してい

る．現在本種以外に種や亜種を持たない単模式属として認識されている．過去には本種の広い分布

域を分割する形で複数の種や亜種が認識されていたが，これらすべてがその記載の際，適切に他集

団と定醤的比較がなされなかったため現在では，その実在性は認められていない．ともあれこのよ

うな地理的な異質性が示唆され，実際，包括的な変異の地理的バタンの解析に基く分類学的再検討

の必要性が多くの研究者によって強く指摘されてきたが，現在に至るまで，本種についてこうした

研究は行なわれていない．その一方で本種は，その広域な分布ゆえに東アジアー帯の生物地理学的

特性を考える際のきわめて有用なモデル生物となることが期待できるが，一方でその水産上の有要

性ゆえ分布，遺伝構造に対する人為的撹乱も進行しつつあると思わ礼，その意味でも一刻も早い地

理的変異・個体群分類に関する研究が望まれている．

そこで本研究では東アジアに広域に分布している本種について1)由来の特に不明確な集団の在

来性・外来性の解明， 2)酵素タンパク支配追伝子の変異， 3)核型の変異， 4)形態形質の変異をそ

れぞれ解析し， 5)得られた結果を総合することで現在の多様性とその形成過程に関する確固たる仮

説を示し，また分類学上の問題の解決を目指した．

聞き取り調査の結果，現在琉球列島に分布している集団はすべて日本本土と台湾から養殖などを

目的に持ち込まれた個体が放棄・逸脱するなどして野外に進出し形成されたことが強く示唆された．

一方で，在来個体群の存在を示唆する惜報は得られなかった．酵素蛋白支配遺伝子の変異の解析で

は，それぞれの間に対立遺伝子の置換などを含む明瞭な追伝的差異が認められる4グループ（ロシア，

日本，台湾，中国大陸）が存在することが示された．この結果はそれぞれの集団が過去に隔離され，

逍伝的な分化が生じたことを示唆している．核型の観察では染色体数の差異は見られなかったが，

他種との間に若干の形態変異が認められた．形態変異の解析では，甲羅の幅，脊椎板数の変異など

で集団間に差異が認められ，上記のそれぞれの4グループが明瞭に区別された．

以上のことから現行の分類では単ーにまとめられているスッポンのうち，日本とロシアの集団に

ついてはこれまでsinensisの下位同物異名とされてきたjaponicus,maackiiの名を復活させて適用し

た．台湾の集団に対しては，新たにtaiwanensisという亜種小名を提唱して記載し，大陸の基亜種

sinensisとともにそれぞれ固有の亜種として認識することが妥当であると結論づけた．

佐藤寛之

氏 名



（様式第5-2号）

琉球大学大学院

理工学研究科長 殿

参 考

印奴 I~ 年兄月／f日

論文審査委員

主査氏名餌、澤紋是

副査氏名％和⑥泳祝畏

副査氏名/タ-／多-食え・

副 査 氏 名 ず 入 岨 咲 叶

学位（博士）論文審査及び最終試験の終了報告書

学位（博士）の申請に対し．学位論文の審査及び最終試験を終了したので，下記のとお

り報告します。

記

申 睛 者 専攻名浚渭褥発落氏名 4左稀‘貧え 学籍番号

指羽教官名 熊澤教鎮

成績評価 学位論文 ◎ 不合格 最終試験 ＠ 不合格

論文題目 5唸—h如枷／加デ＇力←～直1i，tsj 曰 I,,穿g 0o,≫ra”ウ'、S゚f加釦n図
尼／砂，`ぐcu5

審査要旨 (2000字以内）

スッポン (Pelodiscussinensis)はスッポン科のカメの中で唯一，琉球列島や日本本土を含む
--·............................•雫●●●一•••-- -....................................................・●・·.•・．..・..・•．・・．●．.―.-•—.- ・•・.●・.・．·•●-・・.●-.・.●・.・・---・

U ジアの亜熱帯および温帯域に広域分布する種で，過去には多くの亜種が記載された． し
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沿しそれらの記載が包括的な変異分析に基く証拠を伴わなかったために現在ではそのすべ
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tが無効とみなされている．一方で食用として各地で養殖されるため外来個体群の形成や在

環体群ぺめ外栞個体がら・め遣伝浸透の進行なども懸念され， 一刻も早い在来個体群の把
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審査要旨

．．賑．企嘩的な変異分析．．と．それに伴．．を各狸．城集団翌個堕堕題生的だ．1立饂竺些竺竺雙墨？翌直．．．．

．．．地理学的検討が待たれる状態．にあ．歪．：．．歪．こ翌杢患請煮性を？杢．そ！ご翌．竺．！●●●●●自悉竺杢阻患竺隻．．

．．．団の外来性．．．．在来．性邸解明．9．…•中立情報分．子を指墨．点芦．地域集璽舷塗懲．：竺晒翠竺聾嗅．．竺．

．．．．．色体における分．化の有無の検討．9．．．．形熊漿質に登吐．る連理的変愚．の應鴨．．．．似占竺結墨ぎ翠食T.?

．．．．．ことによる種肉多様性．の現．状．と歪．の．形感過程に関杢歪確固だ歪侭饂竺概簗ぎ旦詣．．しだ••••••….................

.......'::まず．行な．つ．．た．開．意取．り胴査．と證素蛋旦を指墨．と．．し．荏集堕遺伝笠堕鰈亙．？懇墨に基？．に．翠戸皐．．

臼~｀
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．．．．．の移．入に．紐．網県側．は．台湾．か．ら．＠．稔．入に也悉．T．歪．ご．．と．登明ら登．~;..~．だ．．（杢れ翌れ査饂位空学鬼．

．．．．雑誌．．．査読位き莱文学術粛．f．~.-.r.公表誘登．て登翌論吝．1．ふ．．．9．．)ょ．茎．だ．杢P．．胚撼．力門を収集窒墾．t竺．ど．．．

．．．立叫こコ．し江．中立的な餓報分．冦．輝・標と琴岬．を．狸各た結果空．も．．杢璽些．．竺．！．．．．且杢竺．に．．
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台漑中国却座の4追伝集団に別れることを示した．一方核型の分析では，各遣伝集団間で差
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．．．．．異．は見られなか．ったが．9．ぷ．れま．で登わ．めズ．言．様性在壇惑．性と考え翌1．型．塗．各．？巫．翌叱唖．に應．

．．．．色体の変異があることを．明確．に示．K．t;;.....（査読付登莱文党癒．lご．て．公表済登→．参考陰吝．堕．．．壼熊應．

．．．．．．析．で．は上記の追伝集団に対応．宝．る．や．念分．化．レ．た．．4．＇集団．を認議 K．た．．．．．．登点．！歪患龍煮．荏．．；；丸．全の結．．

．．．．．果を総合しーきわめ．て客競性が高．．q．種内変異．を反映．l.✓.た．亜穂分類．を提唱虎．る点．と．登．巳．．．．．；；笠．占

....…うな変異をもたら．．した古地理堂蝕．…古環境党的．イ．．:'.$.L..r=．に．？．し．．打之t.！J．．芝丈リ互召．7．が高くま．荏
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．．．．．．…提出された堂位但．土）．．．．．申請諭文．t;.:匹冷．論文審査委員が熟熊は後．．登位論吝審査会登開

．．．．．．．い．て内容に加．て意見．を出．K．釦．たこ砂結果，…•旦記．年．よう荏菌．．四．）．妙．翌．！迂．仁．と合後．の．．
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た以上を合わせて本申請者が学位を受けるための条件を十分に満していると判定した．




